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	応用
	抗原情報
	背景
	CDC20は、細胞周期の複数の時点で他のタンパク質と相互作用する調節タンパク質として機能すると考えられています。これは、2つの微小管依存性プロセス、すなわち後期前の核の移動と染色体分離に必要です。[RefSeq提供、2008年7月],発生段階：G1/S期に合成が開始され、タンパク質レベルはM期にピークに達し、M/G1期遷移でタンパク質は急激に分解されます。,機能：後期促進複合体/サイクロソーム（APC/C）の完全なユビキチンリガーゼ活性に必要であり、複合体に基質特異性を付与する可能性があります。MAD2L1によって制御されます。中期ではMAD2L1-CDC20-APC/C三元複合体は不活性ですが、後期ではCDC20-APC/C二元複合体が基質分解において活性です。,経路：タンパク質修飾;タンパク質のユビキチン化。,PTM:有糸分裂中にリン酸化される。おそらく成熟促進因子（MPF）によるものと考えられる。,PTM:紡錘体形成チェックポイント中にプロテアソームによってユビキチン化され、分解される。,類似性:WDリピートCDC20/Fizzyファミリーに属する。,類似性:7つのWDリピートを含む。,サブユニット:CDC20、CDC27、SPATC1、TUBG1との複合体を形成する。SPATC1と相互作用する（類似性による）。MAD2L1およびBUB1Bと相互作用する。リン酸化型はAPC/Cと相互作用する。,
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;卵母細胞減数分裂;ユビキチン媒介タンパク質分解;
	画像データ
	

	p55CDC抗体を用いたJurkat細胞およびHeLa細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Cdc20ポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：2000に希釈したCdc20ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウエスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

